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●
子
育
て
世
帯
へ
の
臨
時
特
別
給
付
金
を
支
給
す
る

　
た
め
の
一
般
会
計
補
正
予
算
案
を
可
決

●
国
の
経
済
対
策
関
連
の
予
算
を
含
む
補
正
予
算
案

　
を
可
決

●
福
岡
市
立
中
学
校
設
置
条
例
等
の
一
部
を
改
正

　
す
る
条
例
案
を
可
決

を楽しもう！

水上公園（中央
区）「風のプリズ

ム」 新宮　晋
　作 

第５回

市議会ホームページから会議日程や議案、会議結果、議会中継（ライブ・録画）などがご覧いただけます。
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令
和
３
年
第
５
回
福
岡
市
議
会

（
12
月
臨
時
会
）を
12
月
１
日
か
ら

12
月
２
日
ま
で
開
き
ま
し
た
。

　

こ
の
臨
時
会
で
は
、市
長
か
ら

提
出
さ
れ
た
議
案
1
件
を
審
議

し
、原
案
通
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

議
案
の
内
容
は
次
の
通
り
で

す
。

●
子
育
て
世
帯
へ
の
臨
時
特
別
給

付
金
を
支
給
す
る
た
め
の
一
般
会

計
補
正
予
算       （
議
案
第
215
号
）

　

補
正
の
総
額
は
１
１
７
億
５
３

０
７
万
３
千
円（
増
額
）で
す
。内
容

は
、国
の
経
済
対
策
へ
の
対
応
と
し

て
、児
童
手
当
受
給
世
帯
等
に
対
し
、

対
象
児
童
１
人
に
つ
き
現
金
５
万

円
の
臨
時
特
別
給
付
金
を
支
給
す

る
予
算
を
追
加
す
る
も
の
で
す
。

〈
全
員
賛
成
〉

12
月
臨
時
会
の
あ
ら
ま
し

　

こ
の
議
案
に
対
し
て
、緑
の
党

と
市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
会
か
ら

賛
成
討
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

令
和
３
年
第
６
回
福
岡
市
議
会

（
12
月
定
例
会
）を
12
月
16
日
か
ら

12
月
24
日
ま
で
開
き
ま
し
た
。

　

こ
の
定
例
会
で
は
、市
長
か
ら

提
出
さ
れ
た
議
案
56
件
を
審
議

し
、12
月
23
日
に
議
案
第
216
号
を

原
案
通
り
可
決
し
、24
日
に
議
案

第
216
号
以
外
の
議
案
を
全
て
原
案

通
り
可
決
・
同
意
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、日
本
共
産
党
福
岡
市
議

団
か
ら
提
出
さ
れ
た「
福
岡
市
建

築
紛
争
の
予
防
と
調
整
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

案
」を
否
決
し
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、議
員
提
出
の「
離
島

振
興
法
の
改
正
・
延
長
を
求
め
る

意
見
書
案
」、「
ワ
ン
ヘ
ル
ス
の
推

進
に
関
す
る
決
議
案
」を
可
決
し

ま
し
た
。（
４
面
に
関
連
記
事
）

　

主
な
議
案
の
内
容
は
次
の
通
り

で
す
。

●
国
の
経
済
対
策
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
応
等
の
た
め
の

一
般
会
計
補
正
予
算
（
議
案
第
216
号
）

　

補
正
の
総
額
は
、５
０
８
億
５

３
５
１
万
５
千
円（
増
額
）で
す
。

主
な
内
容
は
、児
童
手
当
受
給
世
帯

等
に
対
し
て
、12
月
臨
時
会
で
議

決
し
た
対
象
児
童
１
人
に
つ
き
現

金
５
万
円
と
併
せ
て
合
計
10
万
円

の
臨
時
特
別
給
付
金
の
一
括
支
給

を
行
う
予
算
や
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
等
に
係
る

予
算
の
増
額
、給
与
改
定
に
よ
る

減
額
な
ど
で
す
。     

〈
賛
成
多
数
〉

●
発
達
障
が
い
者
支
援
セ
ン
タ
ー
、

障
が
い
者
就
労
支
援
セ
ン
タ
ー
、

中
央
障
が
い
者
フ
レ
ン
ド
ホ
ー
ム

の
設
置 

（
議
案
第
233
号
〜
第
235
号
）

〈
全
員
賛
成
〉

●
市
営
駐
車
場
の
民
営
化

（
議
案
第
238
号
）

　

築
港
駐
車
場
、大
橋
駐
車
場
、川

端
地
下
駐
車
場
お
よ
び
天
神
中
央

公
園
駐
車
場
に
つ
い
て
民
営
化
を

行
う
も
の
で
す
。（
令
和
４
年
４
月

１
日
施
行
）           

〈
賛
成
多
数
〉

●
公
立
夜
間
中
学
の
設
置

（
議
案
第
240
号
）

　

公
立
夜
間
中
学
と
し
て
、福
岡

12
月
定
例
会
の
あ
ら
ま
し

市
立
福
岡
き
ぼ
う
中
学
校
を
早
良

区
百
道
三
丁
目
に
設
置
す
る
も
の

で
す
。（
令
和
４
年
４
月
１
日
施
行
）

〈
全
員
賛
成
〉

　

右
の
議
案
の
う
ち
、議
案
第
216

号
・
第
238
号
に
対
し
て
日
本
共
産

党
福
岡
市
議
団
か
ら
反
対
討
論

が
、議
案
第
216
号
に
対
し
て
緑
の

党
と
市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
会
か

ら
賛
成
討
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

●議案（提案理由
説明・質疑・常
任委員会付託）

本会議

●議案審査常任
委員会

12／１

●議案（常任委員
会委員長報告・
討論・採決）

本会議12／２

12月臨時会の日程
賛
否
一
覧
に
つ
い
て
は
、

市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

（ 

12
月
臨
時
会 

）

第
５
回
福
岡
市
議
会

令
和
３
年

12/２

12/１

（ 

12
月
定
例
会 

）

第
６
回
福
岡
市
議
会

令
和
３
年

12/24

12/16

福岡市議会 検索

12月定例会 12月臨時会

●議案（提案理由説明・質疑・常
任委員会付託）

本会議

本会議

本会議

●一般質問

●議案審査等

●議案審査等

常任
委員会
常任
委員会

12／16

12／17・
20・21

12／22

12／23
●議案第216号（常任委員会委
員長報告・討論・採決）
●議案第216号以外の議案（常任
委員会委員長報告・討論・採決）

●意見書案・決議案の採決
本会議12／24

12月定例会の日程
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一
般
質
問

行
政
手
続
き
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化

や
社
会
全
体
の
デ
ジ
タ
ル
化
が

進
め
ら
れ
る
中
、デ
ジ
タ
ル
技
術
を
使

い
こ
な
せ
る
人
と
、そ
う
で
な
い
人
の

デ
ジ
タ
ル
デ
バ
イ
ド（
情
報
格
差
）解
消

に
向
け
た
決
意
を
問
う
。

誰
も
が
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用

で
き
る
環
境
づ
く
り
を
進
め
る

と
と
も
に
、
デ
ジ
タ
ル
に
不
慣
れ
で
対

応
が
困
難
な
高
齢
者
等
に
も
十
分
配
慮

し
な
が
ら
、
利
便
性
の
向
上
を
図
っ
て

い
く
こ
と
が
重
要
と
考
え
る
。
今
後
と

も
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
進
め
、
デ
ジ

タ
ル
デ
バ
イ
ド
の
解
消
に
取
り
組
む
。

大
会
開
催
に
よ
る
ス
ポ
ー
ツ
の

振
興
や
地
域
経
済
の
活
性
化
へ

の
効
果
は
大
い
に
期
待
で
き
、加
え
て
、

大
会
を
成
功
裏
に
収
め
る
こ
と
が
で
き

れ
ば
本
市
の
国
際
的
な
存
在
感
の
向
上

も
見
込
め
る
。大
会
の
成
功
に
向
け
た

意
気
込
み
を
尋
ね
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
万
全
の
対
策
を
講
じ
、
選
手

や
関
係
者
は
も
と
よ
り
市
民
の
安
全
確

保
と
大
会
成
功
の
両
立
を
目
指
す
。
ま

た
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
の
ほ
か
、
地
域
経

済
復
活
の
き
っ
か
け
と
な
る
よ
う
、
さ

ら
に
、
都
市
ブ
ラ
ン
ド
力
向
上
に
つ
な

が
る
よ
う
万
全
の
準
備
に
取
り
組
む
。

冷
泉
小
学
校
跡
地
は
、福
岡
大

空
襲
に
お
け
る
戦
災
被
災
地
と

い
う
大
き
な
特
徴
が
あ
る
な
ど
、ま
さ

に
平
和
を
語
り
継
ぐ
に
ふ
さ
わ
し
い
場

所
で
あ
る
。「
歴
史
・
平
和
資
料
館
」を

建
設
す
る
こ
と
こ
そ
跡
地
活
用
に
ふ
さ

わ
し
い
と
考
え
る
が
所
見
を
問
う
。

ふ
く
ふ
く
プ
ラ
ザ
に
お
け
る
博

多
港
引
揚
資
料
や
、博
物
館
に

お
け
る
戦
時
関
係
資
料
の
常
設
展
示
と

と
も
に
、小
中
学
校
に
お
け
る
平
和
学

習
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。今
後
と
も
、戦

時
関
係
の
記
録
や
資
料
の
収
集
お
よ
び

展
示
の
充
実
に
努
め
る
な
ど
、平
和
の

尊
さ
を
後
世
に
伝
え
て
い
く
。

※
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
取
り
組
む
企
業

等
へ
の
認
証
制
度
は
、
地
域
課

題
の
解
決
に
取
り
組
み
、
そ
の
中
で
得

ら
れ
た
収
益
を
地
域
に
再
投
資
す
る
と

い
う
地
方
創
生
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
通
じ
た
自

律
的
好
循
環
の
形
成
を
図
る
も
の
と
考

え
る
。
認
証
制
度
も
含
め
た
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

推
進
に
つ
い
て
の
所
見
を
問
う
。

ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
の
時
代
を
見
据

え
、
情
勢
変
化
に
柔
軟
か
つ
適

切
に
対
応
す
る
に
は
多
様
な
主
体
の
参

画
と
共
創
が
不
可
欠
で
あ
る
。
認
証
制

度
を
含
め
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
達
成
に
取
り

組
む
企
業
等
を
応
援
す
る
仕
組
み
に
つ

い
て
、
し
っ
か
り
と
検
討
し
て
い
く
。

平
成
28
年
に
制
定
さ
れ
た
再
犯

の
防
止
等
の
推
進
に
関
す
る
法

律
の
下
、
都
道
府
県
お
よ
び
各
市
町
村

に
地
方
再
犯
防
止
推
進
計
画
を
策
定
す

る
努
力
義
務
が
課
さ
れ
た
。
本
市
に
お

い
て
も
作
成
が
進
め
ら
れ
て
い
る
同
計

画
の
早
期
策
定
と
計
画
実
行
に
向
け
た

決
意
を
問
う
。

今
年
度
中
の
計
画
策
定
に
向
け

取
り
組
み
を
進
め
て
お
り
、
策

定
し
た
計
画
の
推
進
に
当
た
っ
て
は
、

関
係
機
関
と
連
携
を
図
る
と
と
も
に
、

福
岡
市
保
護
司
会
連
絡
協
議
会
な
ど
の

民
間
事
業
者
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
全

庁
挙
げ
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

本
市
で
唯
一
の
通
年
利
用
可
能

な
ス
ケ
ー
ト
場
で
あ
る
パ
ピ
オ

ア
イ
ス
ア
リ
ー
ナ
が
本
年
６
月
末
で
休

館
に
な
っ
た
。
同
施
設
を
練
習
拠
点
と

す
る
各
競
技
団
体
が
存
続
を
求
め
て
い

た
が
、
市
と
し
て
存
続
に
向
け
て
ど
の

よ
う
な
支
援
を
検
討
し
て
い
る
の
か
。

同
施
設
の
存
続
に
つ
い
て
は
、

施
設
所
有
者
で
あ
り
運
営
主
体

で
あ
る
運
営
事
業
者
の
取
り
組
み
が
第

一
で
あ
り
、
ま
た
、
広
域
行
政
を
担
う

県
の
協
力
も
不
可
欠
で
あ
る
。
そ
う
し

た
前
提
の
中
で
、
市
と
し
て
も
、
存
続

に
向
け
た
設
備
更
新
経
費
の
一
部
に
つ

い
て
支
援
を
検
討
し
て
い
く
。

日
頃
か
ら
校
則
に
対
し
て
さ
ま

ざ
ま
な
意
見
を
持
っ
て
い
る
生

徒
た
ち
が
、
先
生
や
保
護
者
と
対
話
し

な
が
ら
、
自
ら
改
め
た
り
加
え
た
り
主

体
的
に
関
わ
る
こ
と
は
、
社
会
に
参
画

し
て
い
く
態
度
を
育
む
た
め
の
重
要
な

学
習
と
考
え
る
が
、
所
見
を
問
う
。

生
徒
が
、校
則
の
見
直
し
な
ど
、

学
校
生
活
上
の
さ
ま
ざ
ま
な
課

題
に
対
し
て
、主
体
的
に
考
え
行
動
す

る
こ
と
は
大
切
で
あ
る
と
認
識
し
て
お

り
、今
後
と
も
、校
則
の
継
続
的
な
見
直

し
な
ど
を
通
し
て
、生
徒
が
主
体
的
に

社
会
に
参
画
し
て
い
く
態
度
の
涵
養
に

取
り
組
ん
で
い
く
。

特
別
支
援
学
校
に
通
学
す
る
多

く
の
児
童
生
徒
が
ス
ク
ー
ル
バ

ス
を
利
用
し
て
い
る
が
、
乗
車
中
に
医

療
的
ケ
ア
が
必
要
と
な
る
一
部
の
児
童

生
徒
に
は
ス
ク
ー
ル
バ
ス
に
よ
る
通
学

支
援
が
行
え
て
い
な
い
。
他
自
治
体
の

例
を
参
考
に
、
通
学
支
援
の
在
り
方
を

検
討
し
て
い
く
べ
き
だ
が
所
見
を
。

児
童
生
徒
の
状
況
に
応
じ
た
適

切
な
交
通
手
段
の
選
択
や
運
行

経
路
な
ど
の
条
件
設
定
、
看
護
師
の
確

保
や
導
入
に
要
す
る
財
源
確
保
な
ど
が

課
題
で
保
護
者
と
の
調
整
も
必
要
。
他

都
市
の
事
例
も
参
考
に
し
つ
つ
、
支
援

の
在
り
方
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

住
宅
や
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
の
建

設
が
相
次
ぎ
、
31
学
級
以
上
と

な
る
学
校
で
は
教
室
や
ト
イ
レ
が
足
り

な
い
な
ど
教
育
活
動
に
制
限
が
及
ぶ
。

東
区
千
早
小
学
校
等
の
過
大
規
模
校
解

消
の
た
め
に
手
だ
て
を
尽
く
し
、
過
剰

な
開
発
を
規
制
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

学
校
教
育
の
観
点
か
ら
民
間
企

業
の
開
発
行
為
に
規
制
を
か
け

る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
計
画
的
で

良
質
な
街
づ
く
り
に
努
め
、
子
ど
も
た

ち
の
よ
り
良
い
教
育
環
境
の
確
保
に
向

け
、
引
き
続
き
市
長
事
務
部
局
と
教
育

委
員
会
が
し
っ
か
り
と
連
携
し
な
が
ら

取
り
組
ん
で
い
く
。

有
機
農
業
を
促
す
に
は
出
口
で

あ
る
有
機
農
産
物
市
場
の
拡
大

が
必
要
で
あ
る
。
中
長
期
的
な
視
点
か

ら
、
県
内
生
産
者
と
連
携
し
、
一
部
の

学
校
に
お
い
て
、
モ
デ
ル
的
に
有
機
食

材
を
使
用
し
た
学
校
給
食
を
実
施
で
き

な
い
か
。学

校
給
食
は
、
大
量
か
つ
安
定

供
給
が
可
能
な
食
材
を
調
達
す

る
必
要
が
あ
り
、
今
後
の
研
究
課
題
で

あ
る
。
仮
に
モ
デ
ル
的
に
一
部
の
学
校

で
実
施
す
る
と
し
て
も
、
一
定
量
を
適

切
な
金
額
で
安
定
的
に
調
達
す
る
必
要

が
あ
る
た
め
、
有
機
市
場
や
生
産
者
の

実
態
な
ど
情
報
収
集
に
努
め
て
い
く
。

食
肉
は
子
ど
も
た
ち
の
体
づ
く

り
に
必
要
な
た
ん
ぱ
く
質
源
で

あ
り
、
ま
た
、
各
地
域
の
郷
土
料
理
に

は
牛
肉
だ
け
で
は
な
く
、
鶏
肉
や
豚
肉

が
用
い
ら
れ
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
食
経
験

を
さ
せ
る
た
め
に
も
、
学
校
給
食
に
、

鶏
、
豚
、
牛
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
取
り
入

れ
る
べ
き
だ
が
所
見
を
問
う
。

成
長
期
に
必
要
な
栄
養
素
を
提

供
す
る
と
と
も
に
、
郷
土
料
理

な
ど
を
通
し
て
、
各
地
域
の
産
物
や
歴

史
、
食
文
化
を
理
解
す
る
こ
と
は
重
要

で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
食
肉
に
つ
い
て

も
バ
ラ
ン
ス
よ
く
取
り
入
れ
る
な
ど
、

今
後
と
も
献
立
を
工
夫
し
て
い
く
。

予
期
せ
ぬ
妊
娠
や
望
ま
ぬ
妊
娠

な
ど
で
悩
む
人
な
ど
、
社
会
的

に
困
難
な
状
態
に
あ
る
人
に
対
し
、
支

援
す
る
機
関
と
医
療
機
関
が
連
携
し
て

支
援
す
る
こ
と
が
肝
要
だ
と
考
え
る
が

所
見
を
問
う
。

産
前
・
産
後
母
子
支
援
セ
ン
タ

ー
「
こ
も
も
テ
ィ
エ
」
に
お
い

問答 　

12
月
17
日
、20
日
、21
日
の
３
日
間
に
わ
た
っ
て

一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。一
般
質
問
と
は
市
政
全

般
に
つ
い
て
市
の
考
え
な
ど
を
聞
く
も
の
で
、23
人

の
議
員
か
ら
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。主
な
内
容
は

次
の
通
り
で
す
。

　

会
派
名
は
略
称
で
す
。（
正
式
名
称
は
欄
外
参
照
）

令和会…福岡令和会　　自民新…自民党新福岡　　緑・ネ…緑の党と市民ネットワークの会

デ
ジ
タ
ル
デ
バ
イ
ド
の
解
消
を

公　明

世
界
水
泳
選
手
権
福
岡
大
会
の
成

功
に
向
け
て
し
っ
か
り
と
準
備
を

自　民

冷
泉
小
学
校
跡
地
に
「
歴
史
・

平
和
資
料
館
」
の
建
設
を

共　産

市
に
よ
る
認
証
制
度
も
含
め
た

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
を

公　明

パ
ピ
オ
ア
イ
ス
ア
リ
ー
ナ
の

存
続
に
向
け
た
支
援
を

市民ク

主
権
者
教
育
と
し
て
生
徒
が
主
体

的
に
関
わ
る
校
則
の
見
直
し
を

市民ク

過
大
規
模
校
解
消
の
た
め
の

過
剰
な
開
発
行
為
の
規
制
を

共　産

学
校
給
食
に
、
鶏
、
豚
、
牛
を

バ
ラ
ン
ス
よ
く
取
り
入
れ
る
べ
き

自　民

予
期
せ
ぬ
妊
娠
な
ど
で
悩
む
人
へ

関
係
機
関
で
連
携
し
た
支
援
を

市民ク

学
校
給
食
の
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
化
を

緑・ネ

再
犯
防
止
に
向
け
た

主
体
的
な
取
り
組
み
を

市民ク

て
、
妊
娠
早
期
か
ら
の
さ
ま
ざ
ま
な
相

談
に
応
じ
、
医
療
機
関
な
ど
と
連
携
し

な
が
ら
、
訪
問
に
よ
る
支
援
や
住
ま
い

の
提
供
、
日
常
生
活
の
支
援
を
行
う
と

と
も
に
、
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
も
、
関
係
機
関
と
連
携

し
て
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

児
童
虐
待
を
未
然
に
防
ぐ
た
め

に
も
、
生
き
る
上
で
さ
ま
ざ
ま

な
問
題
を
抱
え
、
虐
待
が
起
こ
っ
て
し

ま
い
か
ね
な
い
状
況
に
直
面
す
る
家
庭

の
早
期
発
見
と
、
そ
の
家
庭
に
対
し
て

早
い
段
階
で
プ
ッ
シ
ュ
型
の
支
援
が
届

く
仕
組
み
・
取
り
組
み
が
今
後
極
め
て

大
切
だ
と
考
え
る
が
、
所
見
を
問
う
。

児
童
虐
待
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
要

因
に
よ
り
家
族
関
係
が
不
安
定

に
な
っ
て
起
こ
る
も
の
と
考
え
て
お

り
、
家
庭
が
抱
え
る
課
題
を
早
め
に
把

握
し
、
不
安
や
悩
み
が
小
さ
な
う
ち
か

ら
支
援
す
る
未
然
防
止
の
施
策
に
し
っ

か
り
と
取
り
組
ん
で
い
く
。

農
福
連
携
に
よ
り
、
農
家
は
担

い
手
不
足
の
解
消
に
な
り
、
障

が
い
者
は
農
作
業
に
よ
り
心
も
体
も
元

気
に
豊
か
に
生
き
る
こ
と
が
で
き
、
自

立
の
足
掛
か
り
に
な
る
。
耕
作
放
棄
地

対
策
に
も
つ
な
が
る
可
能
性
が
あ
る
農

福
連
携
に
今
後
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

福
祉
事
業
者
や
農
業
法
人
が
主

体
と
な
っ
た
連
携
で
あ
れ
ば
、

耕
作
放
棄
地
を
絡
め
た
農
業
と
福
祉
の

双
方
が
Ｗ
ⅰ
ｎ
‐
Ｗ
ⅰ
ｎ
と
な
り
得
る

取
り
組
み
が
可
能
と
考
え
ら
れ
る
。
ど

の
よ
う
な
サ
ポ
ー
ト
が
必
要
か
、
あ
る

い
は
で
き
る
の
か
な
ど
に
つ
い
て
、
今

後
し
っ
か
り
と
検
討
し
て
い
く
。

文
化
芸
術
活
動
者
の
支
援
と
し

て
、こ
れ
ま
で
、再
三
、※
ア
ー
ツ

カ
ウ
ン
シ
ル
の
設
置
に
つ
い
て
要
望
し

て
き
た
。コ
ロ
ナ
禍
の
今
こ
そ
、福
岡
ら

し
い
、福
岡
版
ア
ー
ツ
カ
ウ
ン
シ
ル
の

設
置
が
必
要
と
考
え
る
が
所
見
を
。

福
岡
市
文
化
芸
術
振
興
財
団
に

お
い
て
、
令
和
４
年
度
当
初
に

ア
ー
ツ
カ
ウ
ン
シ
ル
の
機
能
を
担
う
推

進
体
制
を
設
置
し
、
現
在
実
施
し
て
い

る
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
助
成
プ
ロ
グ
ラ
ム

や
相
談
対
応
等
の
充
実
を
図
り
、
文
化

芸
術
活
動
者
の
さ
ま
ざ
ま
な
状
況
に
応

じ
た
支
援
を
行
っ
て
い
け
る
よ
う
に
取

り
組
む
。昔

、
幼
児
公
園
は
多
く
の
子
ど

も
た
ち
に
使
わ
れ
て
い
た
が
、

現
在
で
は
利
用
頻
度
が
低
く
な
っ
て
い

る
。
比
較
的
手
狭
な
こ
れ
ら
の
公
園
を

集
約
し
再
配
置
す
る
こ
と
に
よ
り
、
も

っ
と
公
園
が
利
活
用
さ
れ
る
よ
う
に
な

る
と
思
う
が
、
市
の
考
え
を
尋
ね
る
。

利
用
頻
度
の
低
い
公
園
を
廃
止

し
、
よ
り
広
い
公
園
を
整
備
す

る
こ
と
は
、
地
域
の
合
意
形
成
な
ど
の

課
題
が
あ
る
。
要
望
が
あ
っ
た
場
合
に

は
、
公
園
の
機
能
向
上
が
ど
の
程
度
図

ら
れ
る
の
か
、
ま
た
、
地
域
の
合
意
形

成
の
状
況
は
ど
う
か
と
い
っ
た
こ
と
も

踏
ま
え
、
適
切
に
対
応
し
て
い
く
。

野
生
動
物
や
希
少
動
物
の
保
護

活
動
や
種
の
保
全
に
つ
い
て
、

ミ
ャ
ン
マ
ー
側
と
協
力
し
て
成
果
を
上

げ
て
も
ら
い
た
い
。
今
後
の
進
め
方
と

ゾ
ウ
の
動
物
園
へ
の
受
け
入
れ
時
期
の

見
通
し
を
問
う
。

交
流
事
業
を
進
め
る
前
提
と
し

て
、
両
国
の
コ
ロ
ナ
情
勢
や
ミ

ャ
ン
マ
ー
の
治
安
情
勢
が
好
転
し
、
職

員
が
相
互
に
安
心
し
て
行
き
来
で
き
る

よ
う
に
な
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
ゾ

ウ
の
受
け
入
れ
時
期
に
つ
い
て
は
、
現

時
点
で
は
見
通
し
が
は
っ
き
り
し
て
い

な
い
が
、
条
件
が
整
い
次
第
、
で
き
る

だ
け
速
や
か
に
進
め
て
い
き
た
い
。

筥
崎
宮
を
中
心
と
す
る
エ
リ
ア

に
お
い
て
、
「
筥
崎
宮
地
区
歴

史
景
観
づ
く
り
準
備
会
」
が
設
立
さ

れ
、
行
政
の
支
援
の
下
、
地
域
主
体
で

景
観
づ
く
り
を
進
め
て
お
り
、
地
域
の

取
り
組
み
に
対
す
る
一
層
手
厚
い
支
援

を
行
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
る

が
所
見
を
問
う
。

同
地
区
は
景
観
づ
く
り
に
対
す

る
意
識
が
高
く
、
都
市
景
観
形

成
地
区
の
指
定
に
向
け
て
熱
心
な
活
動

が
継
続
さ
れ
て
い
る
。
今
後
と
も
、
地

域
主
体
の
取
り
組
み
を
し
っ
か
り
と
支

援
し
な
が
ら
、
歴
史
資
源
を
生
か
し
た

景
観
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

市
が
主
催
す
る
集
団
健
診
事
業

で
発
生
し
た
誤
嚥
事
故
は
、
原

因
・
対
応
に
本
人
や
遺
族
が
疑
問
を
抱

い
た
ま
ま
７
年
を
経
過
し
た
。
市
に
よ

る
第
三
者
委
員
会
を
設
け
異
議
申
し
立

て
で
き
る
制
度
を
創
設
し
、
真
相
究
明

を
迅
速
か
つ
適
正
に
行
え
る
よ
う
に
す

る
必
要
が
あ
る
が
所
見
を
問
う
。

本
件
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
第

三
者
の
専
門
家
に
よ
る
検
証
が

行
わ
れ
て
い
る
。
医
療
事
故
に
つ
い
て

は
、
事
故
が
発
生
し
た
医
療
機
関
に
お

い
て
調
査
、
検
証
を
行
う
こ
と
が
通
例

で
あ
り
、
今
後
と
も
事
案
に
応
じ
て
、

適
宜
、
適
切
に
対
応
し
て
い
く
。

現
在
本
市
で
進
ん
で
い
る
事
業

者
主
体
の
※
オ
ン
デ
マ
ン
ド
交

通
の
実
証
運
行
に
加
え
て
、
本
市
と
し

て
も
主
体
的
に
、
オ
ン
デ
マ
ン
ド
交
通

の
利
便
性
、
採
算
性
な
ど
の
課
題
に
関

す
る
具
体
的
な
検
討
を
進
め
て
も
ら
い

た
い
が
、
所
見
を
問
う
。

生
活
交
通
条
例
に
基
づ
く
路
線

バ
ス
の
休
廃
止
対
策
な
ど
に
着

実
に
取
り
組
ん
で
い
く
と
と
も
に
、
オ

ン
デ
マ
ン
ド
交
通
に
つ
い
て
、
ま
ず
は

運
行
内
容
の
工
夫
な
ど
に
よ
る
試
験
的

な
運
行
を
視
野
に
検
討
を
進
め
る
な

ど
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
持
続
可
能

な
生
活
交
通
の
確
保
に
努
め
て
い
く
。

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
を

実
施
す
る
医
師
だ
け
で
な
く
、

副
反
応
や
死
亡
診
断
書
を
書
く
可
能
性

の
あ
る
医
師
に
対
し
て
も
、
副
反
応
等

に
関
し
て
、
報
告
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
配
布

し
、
国
へ
報
告
す
る
よ
う
に
周
知
し
て

い
る
の
か
。

各
種
予
防
接
種
に
つ
い
て
は
、

副
反
応
が
疑
わ
れ
る
症
状
が
認

め
ら
れ
た
場
合
に
は
、
副
反
応
疑
い
報

告
書
を
国
に
提
出
す
る
よ
う
に
医
師
会

を
通
じ
て
各
医
療
機
関
に
周
知
し
、
特

に
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て
は

マ
ニ
ュ
ア
ル
を
接
種
医
療
機
関
に
配
布

し
、
周
知
の
徹
底
を
図
っ
て
い
る
。

※
レ
ッ
ド
ゾ
ー
ン
の
解
消
に
向
け

た
急
傾
斜
地
崩
壊
対
策
事
業
は

県
が
実
施
す
る
も
の
だ
が
、
他
の
政
令

市
と
も
情
報
交
換
を
行
い
な
が
ら
、
国

か
ら
直
接
補
助
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
な

制
度
の
要
望
な
ど
国
・
県
へ
の
働
き
か

け
と
市
独
自
の
対
策
を
検
討
し
て
も
ら

い
た
い
。
市
内
の
レ
ッ
ド
ゾ
ー
ン
で
、

事
業
の
対
象
箇
所
と
、
そ
の
う
ち
年
間

の
工
事
箇
所
は
い
く
つ
あ
る
の
か
。

市
内
の
レ
ッ
ド
ゾ
ー
ン
の
う
ち
、

事
業
の
対
象
箇
所
は
１
４
７
カ

所
と
な
っ
て
お
り
、県
に
お
け
る
工
事

の
実
施
状
況
は
、近
年
３
カ
所
程
度
で

複
数
年
か
け
て
進
め
ら
れ
て
い
る
。

地
球
温
暖
化
防
止
対
策
に
つ
い

て
は
、
太
陽
光
パ
ネ
ル
な
ど
、

す
ぐ
で
き
る
こ
と
を
市
が
率
先
し
て
進

め
て
も
ら
い
た
い
。
人
を
集
め
る
だ
け

で
な
く
、
環
境
に
も
頑
張
っ
て
い
る
市

に
し
て
い
き
た
い
。
地
球
温
暖
化
防
止

対
策
へ
の
決
意
を
問
う
。

市
に
お
い
て
は
、
世
界
が
目
指

す
※
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

に
積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
、
２

０
４
０
年
度
を
目
指
し
た
チ
ャ
レ
ン
ジ

を
行
っ
て
い
る
。
今
後
と
も
、
市
民
、

事
業
者
と
連
携
し
て
、
市
役
所
も
し
っ

か
り
と
率
先
し
な
が
ら
、
脱
炭
素
社
会

の
実
現
に
取
り
組
ん
で
い
く
。　

公民館Wi-Fi活用講座の様子

答答

答答

問問

医
療
的
ケ
ア
が
必
要
な

児
童
生
徒
に
対
す
る
通
学
支
援
を

令和会

答答

答答 問問

答答答 問問

問

問問
※

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

　
「
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
」持
続
可
能
な
社

会
を
実
現
す
る
た
め
に
２
０
１
５
年
の
国
連

サ
ミ
ッ
ト
で
採
択
さ
れ
た
、２
０
３
０
年
を
期

限
と
す
る
17
の
国
際
目
標

録画映像は
こちら

エ
ス
デ
ィ
ー
ジ
ー
ズ

か
ん
よ
う

問 問
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行
政
手
続
き
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化

や
社
会
全
体
の
デ
ジ
タ
ル
化
が

進
め
ら
れ
る
中
、デ
ジ
タ
ル
技
術
を
使

い
こ
な
せ
る
人
と
、そ
う
で
な
い
人
の

デ
ジ
タ
ル
デ
バ
イ
ド（
情
報
格
差
）解
消

に
向
け
た
決
意
を
問
う
。

誰
も
が
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用

で
き
る
環
境
づ
く
り
を
進
め
る

と
と
も
に
、
デ
ジ
タ
ル
に
不
慣
れ
で
対

応
が
困
難
な
高
齢
者
等
に
も
十
分
配
慮

し
な
が
ら
、
利
便
性
の
向
上
を
図
っ
て

い
く
こ
と
が
重
要
と
考
え
る
。
今
後
と

も
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
進
め
、
デ
ジ

タ
ル
デ
バ
イ
ド
の
解
消
に
取
り
組
む
。

大
会
開
催
に
よ
る
ス
ポ
ー
ツ
の

振
興
や
地
域
経
済
の
活
性
化
へ

の
効
果
は
大
い
に
期
待
で
き
、加
え
て
、

大
会
を
成
功
裏
に
収
め
る
こ
と
が
で
き

れ
ば
本
市
の
国
際
的
な
存
在
感
の
向
上

も
見
込
め
る
。大
会
の
成
功
に
向
け
た

意
気
込
み
を
尋
ね
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
万
全
の
対
策
を
講
じ
、
選
手

や
関
係
者
は
も
と
よ
り
市
民
の
安
全
確

保
と
大
会
成
功
の
両
立
を
目
指
す
。
ま

た
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
の
ほ
か
、
地
域
経

済
復
活
の
き
っ
か
け
と
な
る
よ
う
、
さ

ら
に
、
都
市
ブ
ラ
ン
ド
力
向
上
に
つ
な

が
る
よ
う
万
全
の
準
備
に
取
り
組
む
。

冷
泉
小
学
校
跡
地
は
、福
岡
大

空
襲
に
お
け
る
戦
災
被
災
地
と

い
う
大
き
な
特
徴
が
あ
る
な
ど
、ま
さ

に
平
和
を
語
り
継
ぐ
に
ふ
さ
わ
し
い
場

所
で
あ
る
。「
歴
史
・
平
和
資
料
館
」を

建
設
す
る
こ
と
こ
そ
跡
地
活
用
に
ふ
さ

わ
し
い
と
考
え
る
が
所
見
を
問
う
。

ふ
く
ふ
く
プ
ラ
ザ
に
お
け
る
博

多
港
引
揚
資
料
や
、博
物
館
に

お
け
る
戦
時
関
係
資
料
の
常
設
展
示
と

と
も
に
、小
中
学
校
に
お
け
る
平
和
学

習
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。今
後
と
も
、戦

時
関
係
の
記
録
や
資
料
の
収
集
お
よ
び

展
示
の
充
実
に
努
め
る
な
ど
、平
和
の

尊
さ
を
後
世
に
伝
え
て
い
く
。

※
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
取
り
組
む
企
業

等
へ
の
認
証
制
度
は
、
地
域
課

題
の
解
決
に
取
り
組
み
、
そ
の
中
で
得

ら
れ
た
収
益
を
地
域
に
再
投
資
す
る
と

い
う
地
方
創
生
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
通
じ
た
自

律
的
好
循
環
の
形
成
を
図
る
も
の
と
考

え
る
。
認
証
制
度
も
含
め
た
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

推
進
に
つ
い
て
の
所
見
を
問
う
。

ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
の
時
代
を
見
据

え
、
情
勢
変
化
に
柔
軟
か
つ
適

切
に
対
応
す
る
に
は
多
様
な
主
体
の
参

画
と
共
創
が
不
可
欠
で
あ
る
。
認
証
制

度
を
含
め
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
達
成
に
取
り

組
む
企
業
等
を
応
援
す
る
仕
組
み
に
つ

い
て
、
し
っ
か
り
と
検
討
し
て
い
く
。

平
成
28
年
に
制
定
さ
れ
た
再
犯

の
防
止
等
の
推
進
に
関
す
る
法

律
の
下
、
都
道
府
県
お
よ
び
各
市
町
村

に
地
方
再
犯
防
止
推
進
計
画
を
策
定
す

る
努
力
義
務
が
課
さ
れ
た
。
本
市
に
お

い
て
も
作
成
が
進
め
ら
れ
て
い
る
同
計

画
の
早
期
策
定
と
計
画
実
行
に
向
け
た

決
意
を
問
う
。

今
年
度
中
の
計
画
策
定
に
向
け

取
り
組
み
を
進
め
て
お
り
、
策

定
し
た
計
画
の
推
進
に
当
た
っ
て
は
、

関
係
機
関
と
連
携
を
図
る
と
と
も
に
、

福
岡
市
保
護
司
会
連
絡
協
議
会
な
ど
の

民
間
事
業
者
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
全

庁
挙
げ
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

本
市
で
唯
一
の
通
年
利
用
可
能

な
ス
ケ
ー
ト
場
で
あ
る
パ
ピ
オ

ア
イ
ス
ア
リ
ー
ナ
が
本
年
６
月
末
で
休

館
に
な
っ
た
。
同
施
設
を
練
習
拠
点
と

す
る
各
競
技
団
体
が
存
続
を
求
め
て
い

た
が
、
市
と
し
て
存
続
に
向
け
て
ど
の

よ
う
な
支
援
を
検
討
し
て
い
る
の
か
。

同
施
設
の
存
続
に
つ
い
て
は
、

施
設
所
有
者
で
あ
り
運
営
主
体

で
あ
る
運
営
事
業
者
の
取
り
組
み
が
第

一
で
あ
り
、
ま
た
、
広
域
行
政
を
担
う

県
の
協
力
も
不
可
欠
で
あ
る
。
そ
う
し

た
前
提
の
中
で
、
市
と
し
て
も
、
存
続

に
向
け
た
設
備
更
新
経
費
の
一
部
に
つ

い
て
支
援
を
検
討
し
て
い
く
。

日
頃
か
ら
校
則
に
対
し
て
さ
ま

ざ
ま
な
意
見
を
持
っ
て
い
る
生

徒
た
ち
が
、
先
生
や
保
護
者
と
対
話
し

な
が
ら
、
自
ら
改
め
た
り
加
え
た
り
主

体
的
に
関
わ
る
こ
と
は
、
社
会
に
参
画

し
て
い
く
態
度
を
育
む
た
め
の
重
要
な

学
習
と
考
え
る
が
、
所
見
を
問
う
。

生
徒
が
、校
則
の
見
直
し
な
ど
、

学
校
生
活
上
の
さ
ま
ざ
ま
な
課

題
に
対
し
て
、主
体
的
に
考
え
行
動
す

る
こ
と
は
大
切
で
あ
る
と
認
識
し
て
お

り
、今
後
と
も
、校
則
の
継
続
的
な
見
直

し
な
ど
を
通
し
て
、生
徒
が
主
体
的
に

社
会
に
参
画
し
て
い
く
態
度
の
涵
養
に

取
り
組
ん
で
い
く
。

特
別
支
援
学
校
に
通
学
す
る
多

く
の
児
童
生
徒
が
ス
ク
ー
ル
バ

ス
を
利
用
し
て
い
る
が
、
乗
車
中
に
医

療
的
ケ
ア
が
必
要
と
な
る
一
部
の
児
童

生
徒
に
は
ス
ク
ー
ル
バ
ス
に
よ
る
通
学

支
援
が
行
え
て
い
な
い
。
他
自
治
体
の

例
を
参
考
に
、
通
学
支
援
の
在
り
方
を

検
討
し
て
い
く
べ
き
だ
が
所
見
を
。

児
童
生
徒
の
状
況
に
応
じ
た
適

切
な
交
通
手
段
の
選
択
や
運
行

経
路
な
ど
の
条
件
設
定
、
看
護
師
の
確

保
や
導
入
に
要
す
る
財
源
確
保
な
ど
が

課
題
で
保
護
者
と
の
調
整
も
必
要
。
他

都
市
の
事
例
も
参
考
に
し
つ
つ
、
支
援

の
在
り
方
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

住
宅
や
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
の
建

設
が
相
次
ぎ
、
31
学
級
以
上
と

な
る
学
校
で
は
教
室
や
ト
イ
レ
が
足
り

な
い
な
ど
教
育
活
動
に
制
限
が
及
ぶ
。

東
区
千
早
小
学
校
等
の
過
大
規
模
校
解

消
の
た
め
に
手
だ
て
を
尽
く
し
、
過
剰

な
開
発
を
規
制
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

学
校
教
育
の
観
点
か
ら
民
間
企

業
の
開
発
行
為
に
規
制
を
か
け

る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
計
画
的
で

良
質
な
街
づ
く
り
に
努
め
、
子
ど
も
た

ち
の
よ
り
良
い
教
育
環
境
の
確
保
に
向

け
、
引
き
続
き
市
長
事
務
部
局
と
教
育

委
員
会
が
し
っ
か
り
と
連
携
し
な
が
ら

取
り
組
ん
で
い
く
。

有
機
農
業
を
促
す
に
は
出
口
で

あ
る
有
機
農
産
物
市
場
の
拡
大

が
必
要
で
あ
る
。
中
長
期
的
な
視
点
か

ら
、
県
内
生
産
者
と
連
携
し
、
一
部
の

学
校
に
お
い
て
、
モ
デ
ル
的
に
有
機
食

材
を
使
用
し
た
学
校
給
食
を
実
施
で
き

な
い
か
。学

校
給
食
は
、
大
量
か
つ
安
定

供
給
が
可
能
な
食
材
を
調
達
す

る
必
要
が
あ
り
、
今
後
の
研
究
課
題
で

あ
る
。
仮
に
モ
デ
ル
的
に
一
部
の
学
校

で
実
施
す
る
と
し
て
も
、
一
定
量
を
適

切
な
金
額
で
安
定
的
に
調
達
す
る
必
要

が
あ
る
た
め
、
有
機
市
場
や
生
産
者
の

実
態
な
ど
情
報
収
集
に
努
め
て
い
く
。

食
肉
は
子
ど
も
た
ち
の
体
づ
く

り
に
必
要
な
た
ん
ぱ
く
質
源
で

あ
り
、
ま
た
、
各
地
域
の
郷
土
料
理
に

は
牛
肉
だ
け
で
は
な
く
、
鶏
肉
や
豚
肉

が
用
い
ら
れ
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
食
経
験

を
さ
せ
る
た
め
に
も
、
学
校
給
食
に
、

鶏
、
豚
、
牛
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
取
り
入

れ
る
べ
き
だ
が
所
見
を
問
う
。

成
長
期
に
必
要
な
栄
養
素
を
提

供
す
る
と
と
も
に
、
郷
土
料
理

な
ど
を
通
し
て
、
各
地
域
の
産
物
や
歴

史
、
食
文
化
を
理
解
す
る
こ
と
は
重
要

で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
食
肉
に
つ
い
て

も
バ
ラ
ン
ス
よ
く
取
り
入
れ
る
な
ど
、

今
後
と
も
献
立
を
工
夫
し
て
い
く
。

予
期
せ
ぬ
妊
娠
や
望
ま
ぬ
妊
娠

な
ど
で
悩
む
人
な
ど
、
社
会
的

に
困
難
な
状
態
に
あ
る
人
に
対
し
、
支

援
す
る
機
関
と
医
療
機
関
が
連
携
し
て

支
援
す
る
こ
と
が
肝
要
だ
と
考
え
る
が

所
見
を
問
う
。

産
前
・
産
後
母
子
支
援
セ
ン
タ

ー
「
こ
も
も
テ
ィ
エ
」
に
お
い

自民…自由民主党福岡市議団　　公明…公明党福岡市議団　　市民ク…福岡市民クラブ　　共産…日本共産党福岡市議団

児
童
虐
待
防
止
に
早
い
段
階
で
の

プ
ッ
シ
ュ
型
支
援
の
取
り
組
み
を

無所属

農
福
連
携
に
ど
う
取
り
組
む
の
か

令和会

コ
ロ
ナ
禍
の
今
こ
そ
、
福
岡
版

ア
ー
ツ
カ
ウ
ン
シ
ル
の
設
置
を

公　明

利
用
頻
度
の
低
い
公
園
の
集
約
な

ど
公
園
行
政
に
再
配
置
の
方
法
も

自民新

市
主
催
の
健
診
事
業
で
の
事
故
に

市
に
よ
る
第
三
者
委
員
会
設
置
を

自　民

市
と
し
て
も
主
体
的
に
オ
ン
デ
マ

ン
ド
交
通
の
具
体
的
な
検
討
を

自　民

動
物
交
流
事
業
の
進
め
方
と
ゾ
ウ

の
受
け
入
れ
時
期
の
見
通
し
は

自　民

筥
崎
宮
地
区
に
お
け
る
都
市
景
観

の
取
り
組
み
に
対
す
る
支
援
を

自民新

て
、
妊
娠
早
期
か
ら
の
さ
ま
ざ
ま
な
相

談
に
応
じ
、
医
療
機
関
な
ど
と
連
携
し

な
が
ら
、
訪
問
に
よ
る
支
援
や
住
ま
い

の
提
供
、
日
常
生
活
の
支
援
を
行
う
と

と
も
に
、
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
も
、
関
係
機
関
と
連
携

し
て
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

児
童
虐
待
を
未
然
に
防
ぐ
た
め

に
も
、
生
き
る
上
で
さ
ま
ざ
ま

な
問
題
を
抱
え
、
虐
待
が
起
こ
っ
て
し

ま
い
か
ね
な
い
状
況
に
直
面
す
る
家
庭

の
早
期
発
見
と
、
そ
の
家
庭
に
対
し
て

早
い
段
階
で
プ
ッ
シ
ュ
型
の
支
援
が
届

く
仕
組
み
・
取
り
組
み
が
今
後
極
め
て

大
切
だ
と
考
え
る
が
、
所
見
を
問
う
。

児
童
虐
待
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
要

因
に
よ
り
家
族
関
係
が
不
安
定

に
な
っ
て
起
こ
る
も
の
と
考
え
て
お

り
、
家
庭
が
抱
え
る
課
題
を
早
め
に
把

握
し
、
不
安
や
悩
み
が
小
さ
な
う
ち
か

ら
支
援
す
る
未
然
防
止
の
施
策
に
し
っ

か
り
と
取
り
組
ん
で
い
く
。

農
福
連
携
に
よ
り
、
農
家
は
担

い
手
不
足
の
解
消
に
な
り
、
障

が
い
者
は
農
作
業
に
よ
り
心
も
体
も
元

気
に
豊
か
に
生
き
る
こ
と
が
で
き
、
自

立
の
足
掛
か
り
に
な
る
。
耕
作
放
棄
地

対
策
に
も
つ
な
が
る
可
能
性
が
あ
る
農

福
連
携
に
今
後
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

福
祉
事
業
者
や
農
業
法
人
が
主

体
と
な
っ
た
連
携
で
あ
れ
ば
、

耕
作
放
棄
地
を
絡
め
た
農
業
と
福
祉
の

双
方
が
Ｗ
ⅰ
ｎ
‐
Ｗ
ⅰ
ｎ
と
な
り
得
る

取
り
組
み
が
可
能
と
考
え
ら
れ
る
。
ど

の
よ
う
な
サ
ポ
ー
ト
が
必
要
か
、
あ
る

い
は
で
き
る
の
か
な
ど
に
つ
い
て
、
今

後
し
っ
か
り
と
検
討
し
て
い
く
。

文
化
芸
術
活
動
者
の
支
援
と
し

て
、こ
れ
ま
で
、再
三
、※
ア
ー
ツ

カ
ウ
ン
シ
ル
の
設
置
に
つ
い
て
要
望
し

て
き
た
。コ
ロ
ナ
禍
の
今
こ
そ
、福
岡
ら

し
い
、福
岡
版
ア
ー
ツ
カ
ウ
ン
シ
ル
の

設
置
が
必
要
と
考
え
る
が
所
見
を
。

福
岡
市
文
化
芸
術
振
興
財
団
に

お
い
て
、
令
和
４
年
度
当
初
に

ア
ー
ツ
カ
ウ
ン
シ
ル
の
機
能
を
担
う
推

進
体
制
を
設
置
し
、
現
在
実
施
し
て
い

る
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
助
成
プ
ロ
グ
ラ
ム

や
相
談
対
応
等
の
充
実
を
図
り
、
文
化

芸
術
活
動
者
の
さ
ま
ざ
ま
な
状
況
に
応

じ
た
支
援
を
行
っ
て
い
け
る
よ
う
に
取

り
組
む
。昔

、
幼
児
公
園
は
多
く
の
子
ど

も
た
ち
に
使
わ
れ
て
い
た
が
、

現
在
で
は
利
用
頻
度
が
低
く
な
っ
て
い

る
。
比
較
的
手
狭
な
こ
れ
ら
の
公
園
を

集
約
し
再
配
置
す
る
こ
と
に
よ
り
、
も

っ
と
公
園
が
利
活
用
さ
れ
る
よ
う
に
な

る
と
思
う
が
、
市
の
考
え
を
尋
ね
る
。

利
用
頻
度
の
低
い
公
園
を
廃
止

し
、
よ
り
広
い
公
園
を
整
備
す

る
こ
と
は
、
地
域
の
合
意
形
成
な
ど
の

課
題
が
あ
る
。
要
望
が
あ
っ
た
場
合
に

は
、
公
園
の
機
能
向
上
が
ど
の
程
度
図

ら
れ
る
の
か
、
ま
た
、
地
域
の
合
意
形

成
の
状
況
は
ど
う
か
と
い
っ
た
こ
と
も

踏
ま
え
、
適
切
に
対
応
し
て
い
く
。

野
生
動
物
や
希
少
動
物
の
保
護

活
動
や
種
の
保
全
に
つ
い
て
、

ミ
ャ
ン
マ
ー
側
と
協
力
し
て
成
果
を
上

げ
て
も
ら
い
た
い
。
今
後
の
進
め
方
と

ゾ
ウ
の
動
物
園
へ
の
受
け
入
れ
時
期
の

見
通
し
を
問
う
。

交
流
事
業
を
進
め
る
前
提
と
し

て
、
両
国
の
コ
ロ
ナ
情
勢
や
ミ

ャ
ン
マ
ー
の
治
安
情
勢
が
好
転
し
、
職

員
が
相
互
に
安
心
し
て
行
き
来
で
き
る

よ
う
に
な
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
ゾ

ウ
の
受
け
入
れ
時
期
に
つ
い
て
は
、
現

時
点
で
は
見
通
し
が
は
っ
き
り
し
て
い

な
い
が
、
条
件
が
整
い
次
第
、
で
き
る

だ
け
速
や
か
に
進
め
て
い
き
た
い
。

筥
崎
宮
を
中
心
と
す
る
エ
リ
ア

に
お
い
て
、
「
筥
崎
宮
地
区
歴

史
景
観
づ
く
り
準
備
会
」
が
設
立
さ

れ
、
行
政
の
支
援
の
下
、
地
域
主
体
で

景
観
づ
く
り
を
進
め
て
お
り
、
地
域
の

取
り
組
み
に
対
す
る
一
層
手
厚
い
支
援

を
行
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
る

が
所
見
を
問
う
。

同
地
区
は
景
観
づ
く
り
に
対
す

る
意
識
が
高
く
、
都
市
景
観
形

成
地
区
の
指
定
に
向
け
て
熱
心
な
活
動

が
継
続
さ
れ
て
い
る
。
今
後
と
も
、
地

域
主
体
の
取
り
組
み
を
し
っ
か
り
と
支

援
し
な
が
ら
、
歴
史
資
源
を
生
か
し
た

景
観
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

市
が
主
催
す
る
集
団
健
診
事
業

で
発
生
し
た
誤
嚥
事
故
は
、
原

因
・
対
応
に
本
人
や
遺
族
が
疑
問
を
抱

い
た
ま
ま
７
年
を
経
過
し
た
。
市
に
よ

る
第
三
者
委
員
会
を
設
け
異
議
申
し
立

て
で
き
る
制
度
を
創
設
し
、
真
相
究
明

を
迅
速
か
つ
適
正
に
行
え
る
よ
う
に
す

る
必
要
が
あ
る
が
所
見
を
問
う
。

本
件
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
第

三
者
の
専
門
家
に
よ
る
検
証
が

行
わ
れ
て
い
る
。
医
療
事
故
に
つ
い
て

は
、
事
故
が
発
生
し
た
医
療
機
関
に
お

い
て
調
査
、
検
証
を
行
う
こ
と
が
通
例

で
あ
り
、
今
後
と
も
事
案
に
応
じ
て
、

適
宜
、
適
切
に
対
応
し
て
い
く
。

現
在
本
市
で
進
ん
で
い
る
事
業

者
主
体
の
※
オ
ン
デ
マ
ン
ド
交

通
の
実
証
運
行
に
加
え
て
、
本
市
と
し

て
も
主
体
的
に
、
オ
ン
デ
マ
ン
ド
交
通

の
利
便
性
、
採
算
性
な
ど
の
課
題
に
関

す
る
具
体
的
な
検
討
を
進
め
て
も
ら
い

た
い
が
、
所
見
を
問
う
。

生
活
交
通
条
例
に
基
づ
く
路
線

バ
ス
の
休
廃
止
対
策
な
ど
に
着

実
に
取
り
組
ん
で
い
く
と
と
も
に
、
オ

ン
デ
マ
ン
ド
交
通
に
つ
い
て
、
ま
ず
は

運
行
内
容
の
工
夫
な
ど
に
よ
る
試
験
的

な
運
行
を
視
野
に
検
討
を
進
め
る
な

ど
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
持
続
可
能

な
生
活
交
通
の
確
保
に
努
め
て
い
く
。

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
を

実
施
す
る
医
師
だ
け
で
な
く
、

副
反
応
や
死
亡
診
断
書
を
書
く
可
能
性

の
あ
る
医
師
に
対
し
て
も
、
副
反
応
等

に
関
し
て
、
報
告
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
配
布

し
、
国
へ
報
告
す
る
よ
う
に
周
知
し
て

い
る
の
か
。

各
種
予
防
接
種
に
つ
い
て
は
、

副
反
応
が
疑
わ
れ
る
症
状
が
認

め
ら
れ
た
場
合
に
は
、
副
反
応
疑
い
報

告
書
を
国
に
提
出
す
る
よ
う
に
医
師
会

を
通
じ
て
各
医
療
機
関
に
周
知
し
、
特

に
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て
は

マ
ニ
ュ
ア
ル
を
接
種
医
療
機
関
に
配
布

し
、
周
知
の
徹
底
を
図
っ
て
い
る
。

※
レ
ッ
ド
ゾ
ー
ン
の
解
消
に
向
け

た
急
傾
斜
地
崩
壊
対
策
事
業
は

県
が
実
施
す
る
も
の
だ
が
、
他
の
政
令

市
と
も
情
報
交
換
を
行
い
な
が
ら
、
国

か
ら
直
接
補
助
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
な

制
度
の
要
望
な
ど
国
・
県
へ
の
働
き
か

け
と
市
独
自
の
対
策
を
検
討
し
て
も
ら

い
た
い
。
市
内
の
レ
ッ
ド
ゾ
ー
ン
で
、

事
業
の
対
象
箇
所
と
、
そ
の
う
ち
年
間

の
工
事
箇
所
は
い
く
つ
あ
る
の
か
。

市
内
の
レ
ッ
ド
ゾ
ー
ン
の
う
ち
、

事
業
の
対
象
箇
所
は
１
４
７
カ

所
と
な
っ
て
お
り
、県
に
お
け
る
工
事

の
実
施
状
況
は
、近
年
３
カ
所
程
度
で

複
数
年
か
け
て
進
め
ら
れ
て
い
る
。

地
球
温
暖
化
防
止
対
策
に
つ
い

て
は
、
太
陽
光
パ
ネ
ル
な
ど
、

す
ぐ
で
き
る
こ
と
を
市
が
率
先
し
て
進

め
て
も
ら
い
た
い
。
人
を
集
め
る
だ
け

で
な
く
、
環
境
に
も
頑
張
っ
て
い
る
市

に
し
て
い
き
た
い
。
地
球
温
暖
化
防
止

対
策
へ
の
決
意
を
問
う
。

市
に
お
い
て
は
、
世
界
が
目
指

す
※
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

に
積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
、
２

０
４
０
年
度
を
目
指
し
た
チ
ャ
レ
ン
ジ

を
行
っ
て
い
る
。
今
後
と
も
、
市
民
、

事
業
者
と
連
携
し
て
、
市
役
所
も
し
っ

か
り
と
率
先
し
な
が
ら
、
脱
炭
素
社
会

の
実
現
に
取
り
組
ん
で
い
く
。　

実証運行中のオンデマンド交通

●
市
立
図
書
館
に
お
け
る
返
却
遅
延

本
の
取
扱
い
に
つ
い
て

●
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
問
題
に
つ
い
て

●
防
災
重
点
た
め
池
の
対
策
に
つ
い

て
●
須
崎
公
園
に
お
け
る
樹
木
の
保
存

に
つ
い
て

●
空
き
家
の
有
効
活
用
に
つ
い
て

●
ボ
ト
ル
ｔ
ｏ
ボ
ト
ル
リ
サ
イ
ク
ル

に
つ
い
て

●
都
市
計
画
道
路
吉
塚
松
崎
線
の
整

備
促
進
に
つ
い
て

こ
の
ほ
か
の
主
な
質
問

答答

問問 答答

答 答

答 地
球
温
暖
化
防
止
に
向
け

率
先
し
た
取
り
組
み
の
推
進
を

無所属

問

ワ
ク
チ
ン
接
種
を
実
施
し
て
な
い

医
師
に
も
副
反
応
報
告
の
周
知
を

緑・ネ

レ
ッ
ド
ゾ
ー
ン
の
解
消
に
向
け
て

市
と
し
て
も
独
自
の
対
策
を

自　民

問問

問問
※

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

　
人
の
活
動
に
伴
っ
て
発
生
す
る
温
室
効
果

ガ
ス
の
排
出
量
と
森
林
保
全
な
ど
に
よ
り
吸
収

さ
れ
る
量
と
の
間
の
均
衡
が
保
た
れ
た
状
態

※

ア
ー
ツ
カ
ウ
ン
シ
ル

　
国
内
の
事
例
で
は
、文
化
芸
術
の
支
援
策
を

有
効
に
機
能
さ
せ
る
た
め
、各
都
市
の
文
化

芸
術
財
団
内
に
設
置
し
、助
成
事
業
を
中
心

に
、相
談
事
業
、広
報
事
業
な
ど
を
実
施
す
る

ソ
フ
ト
部
門
を「
ア
ー
ツ
カ
ウ
ン
シ
ル
」と
位

置
付
け
て
い
る
都
市
が
多
い
。

※

レ
ッ
ド
ゾ
ー
ン

　
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域

※

オ
ン
デ
マ
ン
ド
交
通

　
予
約
型
の
運
行
形
態
の
輸
送
サ
ー
ビ
ス

ご
　え
ん

問問 答答

問問 答答
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議員の資産等報告書等の
審査結果

　議員の資産等について審査する福岡市政
治倫理審査会が８月24日に開催されました。
　議員から提出された次の各報告書につ
いて、記載事項に疑義がないかなどが審査
された結果、「特に指摘すべき事項はない」
との審査報告がなされました。

※審査報告書および上記の各報告書は公
開しています。閲覧時間は午前８時45
分～午後５時30分です。（土・日・祝日・
年末年始を除く）

・資産等報告書（令和２年12月31日
現在所有する資産等）

・所得等報告書（令和２年分の所得等）
・関連会社等報告書（令和３年４月１
日現在役員等に就任している会社の
名称等）

※常任委員会・特別委員会での審査・調査の詳細
については、毎月発行の議会月報に掲載してい
ます。議会月報は総合図書館、各区の図書館、情
報プラザ（市役所１階）などで閲覧できます。ま
た、市議会ホームページの「会議録」にも掲載し
ています。（議会月報やホームページへの掲載に
は、３カ月程度を要します。）
※常任委員会・特別委員会は傍聴することができ
ます。（人数には限りがあります。）

案　　件委員会名

【問い合わせ先】
議会事務局議事課（市役所議会棟8階） 
      711‒4746 　    733‒5869電話 FAX

○都心部（副都心および
ウォーターフロント
地区を含む）におけ
る道路交通の円滑化
に関する調査
・交通混雑対策につい
て

○防災に関する調査
・激甚化、頻発化して
いる自然災害に対す
る福岡市の取り組み
について

○高齢化対策に関する
調査
・高齢者保健福祉施策
の実施状況について

常任委員会の動き
（10月９日～12月24日）

「福岡市事務分掌条例の一
部を改正する条例案」ほか
21件の議案審査

「令和３年度福岡市一般会
計補正予算案（第５号）」ほ
か５件の議案審査、「奈多小
学校にエレベーターを設置
することについて」の請願
審査

「令和３年度福岡市一般会
計補正予算案（第６号）」ほ
か７件の議案審査

「福岡市営駐車場条例の
一部を改正する等の条例
案」ほか６件の議案審査、
「2040年度ゼロカーボン
達成に向けた全市的なエネ
ルギー効率化の取組強化に
ついて」の請願審査

「福岡市立障がい者就労支
援センター条例案」ほか16
件の議案審査

委員会名 案　　件

総務財政
委員会

教育こども
委員会

経済振興
委員会

福祉都市
委員会

生活環境
委員会

特別委員会の動き
（10月９日～12月24日）

意見書・決議
　市議会は、国会や関係省庁などへ市民生活
に関係のある問題について意見や要望を伝え
るため、意見書を提出することができます。12
月定例会では１件の意見書案を可決しました。
　また、議会の意思の表明である決議案を
１件可決しました。
　要旨は次の通りです。全文は市議会ホーム
ページの「会議結果」からご覧いただけます。

　市議会では、議会の開会日や傍聴・中継の案内について、ポスターによる広報を行っ
ています。
　昨年度から、市民の皆さんに議会について関心を持ってもらうため、新たな議会広
報の取り組みとして、福岡市立博多工業高等学校の生徒に議会広報ポスターをデザイ
ンしてもらっています。
　今年度は、議会開会日のお知らせと議会中継案内のポスターをデザインしてもらい
ました。
　これらのポスター
は、市役所庁舎内や各
区役所・出張所・公民
館などに掲示するほ
か、議会中継案内のポ
スターは市内の学校
にも配布します。

博多工業高等学校の生徒の皆さん

〈全員賛成〉
　離島においては、昭和28年に離島振興法
が制定されて以来、離島振興政策が推進さ
れ、生活条件の改善、産業基盤の整備等を
中心とする社会資本の形成が大きく進展し
ました。しかし、人の往来、生活に必要な物
資等の輸送に要する費用が他の地域に比
較して多額である点や、医療提供体制や産
業基盤、生活環境等が脆弱といった点にお
いて、本土との地域格差があることは、引き
続き対応すべき課題です。よって、令和４年
度末をもって失効する現行の離島振興法
を、抜本改正の上、恒久法化も視野に入れて
延長するように強く要請するものです。

●離島振興法の改正・延長を

高 校 生 が
議 会 広 報 ポ ス タ ー を デ ザ イ ン

交通対策
特別委員会

都市問題等調査
特別委員会

少子・高齢化対策
特別委員会

【閲覧場所および問い合わせ先】
議会事務局調査法制課（市役所議会棟8階） 

      711‒4749 　    733‒5869電話 FAX

意見書

〈全員賛成〉
　アジアの玄関口として福岡空港・博多港
を抱える本市としては、人獣共通感染症対
策や人と動物の共生社会づくりといったワ
ンヘルスの実践は喫緊の課題であることに
鑑み、「福岡県ワンヘルス推進基本条例」の
具現化を図るため、ワンヘルス実践の基本
方針を具体化する県行動計画に連携協力す
るとともに、市民へのワンヘルスの周知に
努め、理解の促進を図り、その実践活動に対
し必要な支援を行うように、市長に求める
ものです。

●ワンヘルスの推進を

決　議

ぜいじゃく


